
移住相談員による管内見学会
（2024.1.22、23）

地域おこし協力隊定着支援研修会
（2023.11.9）

地域おこし協⼒隊員の定着率 創業件数（累計）
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社会増減 移住者数
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（参考）転入転出内訳（総数） （参考）転入転出内訳（外国人）

中野市、飯山市、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、栄村北信地域
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【取組の成果・課題と今後の方向性】
〔社会増減、移住者数〕
‣ 外国人の転入は増加しているものの、全体としては

首都圏を中心に転出超過（社会減）が拡大した。

‣ 移住情報を効果的に発信するため、都市圏で活動す
る本県移住相談員を対象に、管内⾒学会や市町村職
員との意⾒交換会を実施した。移住相談員が買い物
や交通、積雪状況等、地域の生活環境を実感すると
ともに、市町村職員へ移住者のニーズを共有する機
会となった。

‣ 子育て世代が暮らしやすい地域をつくるため、セミ
ナーやおためしこどもカフェの開催等、こどもカ
フェの開設支援を実施し、中野市での開設に繋がっ
た。

‣ 将来的な人口定着のため、中高校生を対象とした
キャリア教育や職業体験等を実施し、郷土愛の醸成、
地域の産業への理解を促進した。

‣ 引き続き、市町村の移住相談窓口等と連携し、移住
者への情報発信に努める。

〔地域おこし協⼒隊員の定着率〕
‣ 2023年度中に任期満了となった９人は、全員が活

動していた市町村に引き続き在住しており、目標値
を上回った。

‣ 起業や地域活動に関する情報提供、隊員同士の情報
共有を目的に隊員研修会を開催。県内全域から参加
者を募集したため、管内にとどまらない交流、市町
村の担当職員との相互理解にも寄与した。

‣ 引き続き、任期満了後の定着を⾒据えて、先輩隊員
や起業の専門家による相談機会の提供により、隊員
をサポートする。

〔創業件数〕
‣ 2023年度の創業認定件数は８件となり、目標達成

を⾒据えて順調に増加。
‣ 創業等応援減税に係る制度の周知やフォローアップ

を⾏ったほか、47件の低利融資のあっせんを⾏い、
創業や経営安定化を支援した。

‣ これらの支援を継続していくとともに、市町村主催
講座等の機会を活⽤し、制度の周知に努める。

１ 北信州に⽣まれ・育ち・集まる⼈々が、交流し活躍する暮らしの推進
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※2024以降は2023から当該年度までの平均
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除雪作業中の事故件数（北信地域） 除雪作業講習会参加者数

Ａ Ａ

要介護・要⽀援認定率 信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
による治水対策整備数

Ａ ー

【取組の成果・課題と今後の方向性】
〔除雪作業中の事故件数、除雪作業講習会参加者数〕
‣ 降雪量が少なかったこともあり、目標値を下回った。
‣ 除雪支援員向けの講習会で、安全対策の講義や、支

援員同士の意⾒交換を実施し、安全作業の意識醸成
に繋がった。

‣ 除雪支援員の高齢化や、アンカー設置が十分に進ん
でいないことが課題。市町村と連携して若い世代へ
の啓発を促進するほか、住宅への安全装置の設置補
助の周知等に取り組む。

〔要介護・要支援認定率〕
‣ 市町村の地域包括ケア体制構築への支援や、減塩に

よる⾷生活の改善・フレイル予防等の啓発を⾏った
こともあり、認定率は目安値を下回った。

‣ 85歳以上人口がピークを迎える2040年にかけて介
護需要が高まることから、引き続き地域包括ケア体
制構築への支援等の取組を推進する。

〔信濃川水系緊急治水対策プロジェクトによる治水対
策整備数〕

‣ 2027年度までの対策完了に向けて⼯事を実施中。
2025年度に１か所、2027年度に２か所の完了を目
指し、適切な施⾏管理に努める。

３ 雪国の暮らしを⽀える⽣活基盤の維持と確保

果樹県オリジナル品種等の栽培面積
（シャインマスカットを含む） 観光地消費額

Ｃ Ａ

観光地延利⽤者数 新規就農者数

Ａ Ｄ

【取組の成果・課題と今後の方向性】
〔果樹県オリジナル品種等の栽培面積〕
‣ ぶどうを中心に、生産設備導入や⻑期出荷体制の整

備を支援するとともに、栽培技術に関する講習会を
実施したが、栽培面積は微増に留まった。

‣ りんご、すもも等についても、新規参入者の獲得や
栽培の継続に繋げるため、生産技術向上を図る講習
会を引き続き実施する。

〔観光地消費額、観光地延利⽤者数〕
‣ 観光地消費額、延利⽤者数ともに前年から大幅増加

となったが、コロナ前の水準には戻っていない。
‣ 大阪でのサイクリングイベント出展など、グリーン

シーズンを中心に誘客を実施。また、新潟県ととも
に秋山郷や日本酒等の情報を銀座NAGANOで発信。

‣ 引き続き、信越自然郷（信越９市町村の観光連携）
等関係者と連携して、観光情報を発信する。

〔新規就農者数〕
‣ 就農相談会や新規就農⾥親研修等の実施により、目

標値を僅かに下回るものの29人が就農した。
‣ 引き続きこれらの支援に加え、特定の時期・作業の

人⼿不⾜に対応するスポットワーカーの確保も推進
する。
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出典：観光地利用者統計調査（観光スポーツ部）
※2024以降は2023から当該年までの平均
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２ 北信州の⾃然を活かした、収益性の⾼い農業・国際競争⼒の⾼い観光業の
振興
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※2023は計画上拡大整備を予定せず
実績がないため進捗判定なし
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